
月例情報市場報告 

ながのボランティア・市民活動支援ネットワーク 

 

2018年 3月 14日(水)、月例情報市場を開催しました!  

参加いただいた皆様、ありがとうございました。次回は 4/18 です。是非お出かけくだ

さい! 

 

 

 

 

 

今日の情報市場はイレギュラーだったせい(3 月第三水曜日が祝日なので第二水曜日の今日

開催)でしょうか、告知が足りなかったでしょうか、参加者が少し少なめでしたが、和気あ

いあいと楽しい時間を過ごしました。いつも、内容をすべて載せているわけではありません。

楽しさはご参加いただいた方々のみに味わっていただいております。皆様是非ご参加くだ

さい！ 

 

 

今回ご参加いただいた方々です。 

・天空の里 いもい農場 西沢さん 

 



・精神保健福祉ボラ ホワイトナッツ 本田さん 

 

・NPO法人みどりの市民 渡辺さん 

 

・長野市ボランティアセンター 小宮山さん 

 

司会は込山会長です 

 

西沢さん 一昨年の参加者の中にチラシを作っている会社に勤めている方がいらっしゃっ

て、それでこのように素晴らしいチラシを作っていただきました。ご覧いただければ 18年

度にどのような活動をするのかわかっていただけると思います。もう 1８年度の申し込み

も入っていまして、まずまずのスタートがきれそうです。また、地域貢献しているというこ

とで住民自治協議会の後援を頂くことができました。 

長野市のボランティアセンターで長野テレビに出演させていただき、住民自治協議会のみ

なさんにもテレビで活動の様子を伝えることが出来ました。 

ささえあい応援金をいただいたり、耕運機を譲っていただいたりしましたが、これからもい

ろんなところとつながり、情報を共有しながら進めていけたらと思っています。 

 

渡辺さん ささえあい応援金をいただいてから、エシカルショップのマップ作りというこ

とでやっています。11月 11日は「この T シャツはどこからくるの？」という題で、2月

4日は「美味しいチョコレートの真実」という題でそれぞれワークショップを行いました。

11月 11日は東京から児童労働を無くそうといった活動を行っているNGO法人「ACE」

エースのスタッフを招いて行いました。参加者はスタッフ含めて 18名、清泉短期大学の学

生、教育学部の若手の先生、それに子供さんたちも参加してくれました。朝日新聞の取材が

あって、14日の長野版に載せていただきました。 

ワークショップでは綿から T シャツになるプロセスを簡単なカルタ式にして、例えばイン

ドの綿栽培農家の娘さん・中国の工場の人・日本人のバイヤー・T シャツを買って着ている

女の子などの役になってもらってロールプレーして自分の役割、周りの状況を確認して、そ

の後過程の中で娘さんが農薬を浴びて死んでしまったという事件が起きて、それぞれの役

割の人がその役の中で考えていくというものです。アンケートの中で、「生活の中でフェア

トレードというのは深い関わりがあるけれどほとんど知らない、知らない世界で起きてい

ることで関心がなかったが、これからいちから考えて何が出来るのか考えたい」といったも

のがあった。毎日の生活の中でいつもフェアトレードを考えてほしいということではなく

て、考えるきっかけになってくれればという思いです。2月 4日は「ACE」からワークシ

ョップのテキストを買って自分たちでやりました。みどりの市民ではここ 10年ほど「エコ

サロン」という暮らしの中の環境をテーマにわいわいがやがやサロンをやっていまして、今



回それと一緒に参加者 16 名スタッフを入れて 23 名で行いました。今回は「チョコレー

ト」、ワークショップもガーナから始まるロールプレーをやって、その後計画ではフェアト

レードのチョコレートを使ったお菓子作りをする予定でしたが、担当者が風邪をひいてし

まい、事前に作ったお菓子を食べながら意見交換をして終わりにしました。参加してくれた

小学生や大学生はフェアトレードがどういうものか、どうして必要なのかということを体

験として学んでくれたと思っています。 

市民協働サポートセンターが企画してくれました、「チョコっと知ってみよう！世界とのつ

ながり」3月 24日 10:30～もんぜんプラ座 303会議室で行います。 

マップ作りは結構大変で資料集め等遅れている状態です。 

 

本田さん セミナーが毎年 3 月初めにあります。例年ですと松本ですが会場の関係で今年

は、上山田の圓山荘で 3月 2日 3日にやりました。障がい者施設、当事者さん、家族、支

援者が参加して盛大に行われました。みなさんご存知でしょうか、「松本ハウス」さんとい

う漫才コンビの方ですが、アトラクションで出られる予定でしたが、体調崩されたというの

で相方の「キック」さんが精神障がいの方との関わり合い方という講演をして下さったので

すが、それがとっても素晴らしくて感動しました。漫才コンビで 10年休止の状態もあった

が、ずっと相方のキックさんが支えてきた実話。そんなお話を聞ける機会があって本当に良

かったです。 

 

 

小宮山さん 相変わらずですが、単身者用電化製品をボランティアセンターで募集してい

ます。幼児のお昼寝用掛け式布団も募集しています。 

信濃毎日、市民新聞にも載ったのですが、車いすを使用しているお子さんのいる親御さん向

けのガイドブックが出ました。ボランティアセンターのチラシコーナーに置いてあります

のでお持ちいただければと思います。 

 

 

 

本日が今年度(2017 年度)最後の月例情報市場となりました。今までお世話になってきま

した、ボランティアセンターの小宮山さんが 3月末で退職されると本日お聞きしました。 

小宮山さん、ほんとうにお世話になりありがとうございました。 
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